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 学校が臨時休業から再開し１か月が経過

しました。図書室前の廊下の棚に「夏休みの

課題図書」が並びました。夏休みが近づいて

きたなあという感じがします。図書室の中で

は、「梅っ子ブック」の子供が、本のバーコー

ドをセンサーで読み取り、手際よく貸し出し

手続きをしていました。他校では図書委員と

呼ぶのでしょう。そして、本校では委員会活

動のことを「ありんこ活動」と呼んでいます。

本校に赴任し、「ありんこ活動」と言われても

何のことだかわかりませんでした。委員会活

動と何が違うのかもわかりませんでした。 

現在、本校には、「梅っ子放送局」「給食ね

この手」「ミュージックステージ」「ハッピー

梅っ子ＪＲＣ」「梅っ子ブック」「梅ピカ株式

会社」「ＱＱ隊」「梅っ子スポーツ」「梅っ子花

職人」「梅っ子スマイル」「ＭＡＸ」の１１の

「ありんこ」があります。なぜ、このような

名称になったのでしょうか。 

○「梅小だより ３月号」 平成１６年３月１９日 
今から１６年前、ちょうど現在の校舎の建設が

始まろうとしていた頃の梅小だよりの５年生のス

ペースに、右の記事が見つかりました。次年度に梅

園小学校をリーダーとして引っ張っていくため

に、５年生が３学期のうちに何度も話し合いをし

て決めたようです。「学校を自分たちで創り上げて

いくために、どのような活動が必要なのか」を真剣

に考えている姿が想像できます。そして、右にある

２１の活動が決められました。６年生になった時

には学校のリーダーとなり、子供たち一人一人が

豊かな発想で活動に取り組んだことでしょう。 

「ドラえもんの梅園ポケット」は、いったいどん

な活動をしたのでしょうか。どうやらグループに

分かれて、「ビーズでアクセサリー作り」「折り紙作

り」「サッカー教室」などに取り組んだようです。

できるまで やれ 
めあてを高く  

【「梅っ子ブックの貸し出し活動」】 



「ありがとうの泉」は、「梅園小学校を『ありがとう！』でいっぱいの学校にしたい」

という目標でいろいろな活動に取り組んだようです。「給食ねこの手」や「MUSIC 

STAGE」「梅っ子花職人」は今も名前が残っています。 

このように始まった「ありんこ活動」も何年も経過すると名前だけが残り、先輩の

大切な「思い」が忘れ去られてしまいます。常に振り返りながら「大切にしてきたも

の」を忘れないようにしたいと考えます。ありんこ活動は、リーダーとして「自分た

ちで素晴らしい学校に創り上げていくには、どうすればよいのか」を考えて、実践し

ていくことだと考えます。５・６年生の子供たちが、このように自分たちで考えて実

践できるように、全校の教職員でしっかり支援・指導していきたいと思います。当時

の青木校長先生は、次のように考えて文章にしてみえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第１回ありんこ活動の様子を見て回っている

と、参加する子供たちの荷物が廊下にきちんとそ

ろえて置かれていました。通行の邪魔にならない

ように考えてありました。このように、ありんこ長

がリーダーとなって取り組んでほしいです。これ

から、伝統ある「ありんこ活動」に５・６年生が取

り組む中で、さらに進化し、新しい伝統を創り上

げ、どのように梅園小学校を「日本一の素晴らしい

学校」に創り上げていってくれるのか楽しみです。 

 

 

 

 

「いつでも」「どこでも」「誰にでも」心のこもった挨拶ができると素晴らしいと考

えています。学校では、登校時・下校時の挨拶はもちろんのこと、廊下ですれ違った

時にも「こんにちは」と気持ちの良い挨拶ができるように指導しています。相手と目

を合わせ、相手を意識して聞こえる声で挨拶ができるように

なってほしいです。自分から挨拶ができる子供も増えてきま

した。近頃気づいたのですが、挨拶をするときに自然と頭を

下げる子が多いことに感心しています。きっと、家族の方が

しているから自然にできるのだと思います。子供たちは家庭

でどのような言葉を使っているでしょうか。時 「々ちくちく

言葉」を耳にします。私たち大人が、挨拶とともに「ありが

とう」「うれしいよ」「助かったよ」「すてきだよ」などの「ふ

わふわ言葉」をたくさん使うことが大切だと思います。 

【そろえて置かれた荷物】 

 図書室の本の整頓、新書の紹介を「梅っ子ブックマシーン」の子供たちが忙しそう
に行っている。「ブックマン」の子供たちが怖い話を低学年の子供たちにしている。
教室や校舎内に落ちているゴミが無い、「梅園環境保全局」の子供たちの取り組みの
成果である。「ありがとう」の言葉がいっぱい行き交う学校にしようと「ありがとう
の泉」の子供たちが取り組んでいる。こうした子供たちの姿は２１班の「ありんこタ
イム」の活動である。 

「ありんこ」は毎日一人一人の子供が自分の目的に向けて日々汗を流して取り組
む姿を言う。一見まとまりのないように見えるが、実は梅園小学校をよりよくすると
いう共通の目標に向けて活動しているのである。 

教師も「あり」になり、子供とともに汗を流している。 

 


